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《 編 集 後 記 》

RIKKYO ECHO100年誌編纂を思い立ったのは 2014年のことだった。昭和 34年卒業の河合哲夫先輩

から「立教大学英語会百年史」を頂戴して、そうだ立教エコーの百年史も作ったらどうかと思い立っ

た。「英語会百年史」には RIKKO ECHOが戦後再刊され、ESSのプレスセクションとして活躍した様子

が詳しく記述されている。しかし、英字新聞学会立教エコーとして独立してからの記述はなく、『独

立後のエコーの詳細はあきらかではないが、現在は刊行されていない。』と結ばれている。RIKKYO 

ECHOは独立後、45年にわたり発行され、むしろ、ESS時代より長くその歴史は刻まれている。 

昭和 37年から 43年の卒業生が集まって、100年誌編集委員会を立ちあげた。卒業から 20年から

55 年以上も経過した今、昔の記憶を呼び覚まして頂くのにかなりの時間を要したが、各学年への連

絡を重ね、アンケートにお答えを頂き、歴史事実の掘り起こしやら、想い出話の聞きだしをして、何

とかエピソードを再現することができた。しかし、編集委員が昭和３０年代から４０年代前半の卒

業であるため、若い世代とは繋がりが少なく、加えて現役世代の皆さんには、ご多用なこともあっ

て、十分に情報を入手できなかった年代がある。記述が十分でない時代がありますことをお許し頂

きたい。明確な納期もないまま、余暇を都合しつつの作業は予想以上に時間を費やしてしまったが、

全くのボランティアで会議に集まり、作業をして頂いた編集委員の皆さまに御礼申し上げたい。 

この 100 年誌は図書館に保存されている RIKKYO ECHO のバックナンバーと、合わせて、学生団体

として活動した同志の姿を記録に留めておくこと、立教大学のなかで RIKKYO ECHO が存在したこと

を明らかにしておくことが目的である。同時に印刷版とホームページへの掲載によって立教エコー

同窓生をはじめ、広く多くの皆さまに見て頂き、今は廃刊となってしまった RIKKYOO ECHOの存在を

記憶に留めて頂くことも目的のひとつである。 

100年誌取り纏めにあたり、まず立教エコーに在籍した方々の調査だが、校友会事務局の丹羽祥太

郎様にお世話になりました。図書館の小泉徹様には RIKKYO ECHO 紙面の保存、デジタルライブラリ

ーへの掲載にご尽力頂きました。史資料センターでは学生団体の活動を史資料として管理頂くこと

に道を開いて頂きました。そして立英会には「立教大学英語会百年史」から立教エコーに関する記事

の転載を快くご了承頂きました。皆さまのご支援、ご協力に感謝申し上げます。そして、編集委員会

の開催にあたり、いつも会社の会議室を使用させて頂いた、キハラ株式会社様に御礼申し上げます。 

100 年誌の取り纏めに際しお忙しいなか、高田晃宏さん(S57)には原稿執筆以外に再三にわたりご

意見を頂戴し、編集実務に大変ご尽力を頂きました。同様に山本清貴さん(S50)には詳細に当時の様

子を記述頂きました。また、島崎敏彦さん(S52)からは実家に保管されていた 40 年以上前の幻の紙

面を寄贈頂き、図書館のバックナンバーに加えることができました。清水（井上）明子さん(S58)、

今野（鈴木）敦子さん(H5)には何度も問合せにご協力頂きました。今回の 100 年誌編纂にあたり原

稿を書いて頂いた皆さま、情報をご提供頂いた皆さまのご尽力に心より御礼申し上げます。 

（岡田倫政） 
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〈 取材協力、写真提供協力、原稿投稿協力の方々 〉 

  河合哲夫(S34) 清水繁夫(S35) 中新井大二郎(S35) 岩澤(能戸)和子(S36)  

鈴木(石田)みね(S36) 森松(後藤)映子(S36) 桑原 徹(S36) 木原祐輔(S37) 茂木伸夫(S37) 

西村(相沢)斐佐代(S37) 大塚尚夫(S37) 鹿内 勇(S37) 藤本 達(S38) 山村 修(S38)  

多田靖幸(S38) 加藤鉦一(S38) 岡田倫政(S38) 小池栄樹(S39) 古屋(中村)芙佐子(S39)  

櫻井正二(S39) 塚越(青山)宏子(S39) 興津修司(S39) 金沢紘征(S39) 小平郁雄(S39) 

斎藤 亨(S40) 瀬越(清水)綾子(S40) 奥村紘士(S40) 河野博光(S40) 河原 肇(S40)  

小貫(中村)淑子(S40)油井(鈴木)芙美子(S40) 市川 均(S41) 後藤(天野)八千代(S41)  

池田正樹(S41) 紺野(笹倉)浩子(S41) 竹内康起(S41) 榎本憲二(S42) 青野圭成(S42)  

田中泰治(S42) 久富（小野里）勝次(S42) 奥田(野村)和代(S43) 小林俊彦(S43)  

松江(桐田)美智留(S43) 大沢敬一(S43) 猪鼻重寿(S43) 川田栄男(S43) 池田成弥(S43) 

濱本(新田)和子(S43) 池田幸禧(S43) 佐藤秀夫(S43) 川地昌夫(S44) 宮川愃靖(S45)  

石川 晃(S45) 鈴木英二(S46) 河村喜裕(S46) 芳泉恒夫(S46) 内田ひろ子(S46)  

諏訪(今井)美草(S46) 秋葉善功(S46) 山田(武田)米代(S46) 下林正博(S46)  

立石(梅原)明子(S46) 鹿子木 努(S47) 山本清貴(S50) 島崎敏彦(S52) 宮内浩司(S54)  

斎藤邦昭(S55) 高田晃宏(S57) 清水(井上)明子(S58) 麻生祥明(S58) 玉置直司(S58) 

井崎 宏(S59) 古城 真(S60) 鈴木正宗(S62) 三品孝文(S63) 今村 純(H1) 小島信孝(H1)  

吉田(安養)千恵(H2) 今野(鈴木)敦子(H5) 大内(馬場)明日香(H7)    

 

〈 参考、引用資料 〉 

    立教大学英語会百年史 

  立教大学の歴史（立教学院史資料センター） 

  立教大学新聞バックナンバー 

  RIKKYO ECHO バックナンバー 

  ECHO文集（１号～５号） 


